


































































































音楽活動 ねらい スタッフの動き 備考
受付・自由遊び
受付：10：00 ～
開始：10：30 ～
0「ミッキーマウスマーチ」
音楽活動の始まりの理解
移動・集合
音楽を開始し（中村）、始まりを
告げて移動を促す（宮内）。音楽
活動の場へ誘導（他）
中村の紹介（宮内）
１始まりのうた
「手をつないでこんにちは」
音楽活動への期待感
リード（中村）K.B.（宮内）
親子の間に入って手をつなぐ。音
楽に合わせて、身体を揺らす。差
し出されたタンブリンを鳴らすよ
う促す。
タンブリン
２季節のうた
①「グ～～～パ！」
②「やきいもグーチーパー」
③「たき火」（BGM）
　　・やきいもの素材回し
粗大運動（縮こまったり大き
く身体を拡げたり）と微細運
動（グーチョキパー）による
模倣対象への興味
親子のコミュニケーション
リード（中村）K.B.（宮内）
・たき火（紙製落葉）
・焼き芋
３音付け絵本
「　さつまのおいも　」
視覚と聴覚の統合
イメージの拡大
４ふれあい遊び
①「ころころころころ」
②「一本橋」
③「お餅をつきましょペッタンコ」
④タオル遊び
⑤「どこどこダンス」
⑥「おでことおでこをくっつけて」
⑦「しあわせ」
親子のふれあい（じゃれ合い）
触覚刺激・前庭覚刺激
体幹のコントロール
ウッドブロック、ボンゴ等（宮内）
K.B.（中村）モデリング（学生）
上手くできない親子は、子ども側
をサポートしたり、親役を代わっ
たりしながら、徐々にできるよう
にする。
正しくできることがねらいではな
く、じゃれあいが基本。
タオル遊びの際には、しっかりつ
かまれない Cl. の背後から安全を
確保する。
おでことおでこを
くっつけて
ギューっとな
ギューッとな
どっちがつよいか
ギューっとな
ギュギュギュ…
大人：「まけたぁ…
強いなぁ…」
５動きの活動
・歩く、走る、グニャグニャな
ど
→電車ごっこ
→音階マット
音のイメージによる粗大運動
一緒に動く体験（電車ごっこ）
音楽提供（中村：ドラム⇒ K.B.）
・モデルを示すように、子どもた
ちといっしょに動く。
・汽笛で、電車（ホース）を持っ
てくる。（電車ごっこのよう
に）呼名（宮内）
・手の空いたスタッフはトンネル
役
・「ドレミ駅」の合図で、マット
を踏んでモデルを示し、
ハンドドラム
スライドホイッスル
汽笛
ホース（電車ごっこ用）
音階マット
６楽器活動
　（ドラムローテーション）
「スーパーカリフラジスティック
エスピアリドーシャス」
音に聴き入る体験
協同して物を操作する体験
動きのコントロール
K.B.（宮内）
最初はタンブリンやハンドドラム
からスタートし（Cl. 座ったまま）、
徐々に配置されたドラムに誘導す
る。
タンブリン
ハンドドラム
音階ドラム等
７もしもしごっこ
　（糸電話）
視覚と聴覚を同時に使う
音のイメージ
親子で、糸電話を使ってコミュニ
ケーションをとる。耳に当てるこ
とを嫌がる Cl. には、スタッフが
代わりに行い、驚いたような表情
を見せる。
８クールダウン
「落ち葉のうた」
微細な動き（そっと）
フレーズの理解
ピンチャイムによる静かな空間作
りに努める。
ピンチャイム
９終わりのうた
「さよなら また会おうね」
終わりの理解
《支援についての基本姿勢》
・初めての場、慣れない人、初めての活動に参加しようとしない子どももいることが予想されるため、できない
ことは「おもしろいよ」が伝わるように、スタッフが参加して見せる。
・音楽活動内の促しは、言葉での指示を極力控え、指さしや視線・表情などでできるように努める。
・子どもたちが場を離れ、親が追いかけようとした際には、「お母さんはここにいてください。私が連れてきま
すので。」と声をかける。
・子どもたちに対してはもちろん、親がやりやすいようなモデリングを心掛ける。
－ 60 －
福祉社会学部児童相談センター主催
「第４回親子ふれあい音楽あそび」を開催
11月７日土曜日、８号館プレイルームにて、本学福祉社会学部児童相談センター主催「第４回
親子ふれあい音楽あそび」が開催されました。
今年は新型コロナウィルスの影響もあり開催が危ぶまれましたが、楽しみにしている事業所等
からの希望する声もあり、十分な感染対策とソーシャルディスタンスを意識したプログラムのも
と実施することができました。参加者は、連携している発達支援事業所や鹿児島幼稚園から１歳
から５歳の16名の子ども達とその保護者、事業所スタッフや幼稚園の先生、学生ボランティア、
本センター相談員と総勢50名にのぼり、にぎやかで楽しいひとときとなりました。
親子での音楽あそびの後は、子どもたちは別室に移動し保護者と児童相談センター相談員との
懇談会が行われました。古賀政文センター長（社会福祉学科特任准教授）の挨拶の後、活動を企
画した中村ますみ教授（児童学科）より「参加した子どもたちにとっては慣れない場所、慣れな
い人といった環境であっても、音楽を活用した活動であれば取り組むことができる。」とその有
効性や家庭での活用について話がありました。初めて参加した鹿児島幼稚園の先生からは「音楽
の力を大いに感じた。幼稚園での保育に生かしたい。」との発言があり、保護者からも「聴覚だ
けでなく、触覚も視覚も、五感全てを使った活動で子どもの成長を感じた。」などの感想が聞か
れました。
【大学ホームページより】
－ 61 －
